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東日本大震災支援活動報告 医療支援班

プロメテウスの罠
「学研パブリッシング発行」



3

教育支援班
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リトバルスキー氏
in相馬サッカー教室

東日本大震災にかかわる
サッカー活動支援

in星槎湘南大磯キャンパス

福島のこどもたちの笑顔のために…

リティと集合写真
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相馬市　健康診断・健康相談
（2013 年 7月 1 3日～1 9日）

北の大地　帯広・芦別コース

2013
自然から学ぶ夏の教室

骨密度を測る星槎スタッフ

気球に乗る福島のこども達 美味しい豚丼調理

（2013 年 7月 2 7日～8月 6日）
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「ミネルヴァのふくろうと明日の日本」全国 作品展日程

東北復興支援
「ミネルヴァのふくろうと明日の日本」

作品展が全国へ

共催  ： 大磯町　大磯町教育委員会
 星槎グループ　一般財団法人 世界こども財団　学校法人 国際学園
協賛  ： レンゴー株式会社
後援  ： 文化庁　大磯町商工会　社団法人 大磯町観光協会　かまくら春秋社
 東京大学医科学研究所　上研究室　東京大学医学部医学系研究科　渋谷研究室
 神奈川新聞社
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【お問い合せ先】
星槎湘南大磯キャンパス
〒259-0111　神奈川県中郡大磯町国府本郷1805－2
TEL. 0463－71－6046

『日本人の力を信じ、文化芸術によってそれを最大に

引出す仕組みをつくり、若者にこの国を託してみよう。

彼らの未熟さより、可能性に目を向けよう』

前文化庁長官　近藤誠一著『ミネルヴァのふくろうと明日の日本』
かまくら春秋社より

平成 23 年１月、外交官出身の近藤誠一氏が文化庁長官に就任し、

日本経済新聞「明日への話題」に文化政策について連載を開始しま

した。その直後に東日本大震災が発生。

震災から２年が経過して、近藤氏は被災地への持続的支援の必要性

と、文化芸術の力を活用した復興教育への支援を訴え、同氏に共感

した 21 名のアーチストが挿絵を提供し、この連載を「ミネルヴァ

のふくろうと明日の日本」という本にまとめました。

今回、東日本大震災復興支援事業として、星槎グループ学校法人国

際学園と大磯町が共催し、「ミネルヴァのふくろうと明日の日本」

原画展を開催します。

平成 23 年１月、外交官出身の近藤誠一氏が文化庁長官に就任し、

日本経済新聞「明日への話題」に文化政策について連載を開始しま

した。その直後に東日本大震災が発生。

震災から２年が経過して、近藤氏は被災地への持続的支援の必要性

と、文化芸術の力を活用した復興教育への支援を訴え、同氏に共感

した 21 名のアーチストが挿絵を提供し、この連載を「ミネルヴァ

のふくろうと明日の日本」という本にまとめました。

今回、東日本大震災復興支援事業として、星槎グループ学校法人国

際学園と大磯町が共催し、「ミネルヴァのふくろうと明日の日本」

原画展を開催します。

大磯郷土資料館展示風景

前文化庁長官　近藤誠一
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遠隔地医療システムの構築を目指して

学校に手洗い場を設置

FGCからミャンマーに贈る救急車

ミャンマー保健省のスクール
ヘルスプログラム報告書
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科学技術分野での人材育成支援

通信情報技術省に無線機器を寄贈

宮澤専務理事にカンボジア政府から叙勲

ミャンマー科学技術大臣とのミーティング

通信情報技術大臣に無線機器贈呈

宮澤専務理事クメール勲章銅賞
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ブータン留学生が富士山登山に挑戦！

日本での留学生活で多くのことを経験し、学びました。

火口をバックに

富士山頂にてご来光

二人の直筆 ▲▶
こんなに上達しました
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事務局より
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レンゴー株式会社取締役川本様（右）から
段ボール募金箱の贈呈を受ける
世界こども財団土屋理事長（左）

無地の段ボールに星槎グループの学校に通うこども達が、思いを込めてデザインしました。
この写真以外にも、数多くの作品が寄せられました。




